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上昇率下落の原因に関して、Nishimura, Nakajima, and Kiyota (2005)や Fukao and 
Kwon(2006)は、 退出企業と参入 ・ 存続企業間の動学的資源再配分の観点から分析を行い、
TFPが相対的に低い企業が存続するために、新しい技術や経営方式を持った企業が参入
できず、結果として創造的破壊のメカニズムの低下を招き、TFP上昇率が低下した可能





Branstetter and Nakamura (2003)  は企業の特許データと研究開発投資データを用いて、 電
気機械産業を除く産業において研究開発投資による特許取得への寄与が 90 年代に低下
したことを指摘している。 
本研究では、Branstetter and Nakamura (2003)のような知識生産関数のアプローチでは
なく、 研究開発投資の生産性上昇への寄与を明らかにする実証研究においてしばしば採
用される、TFP 上昇率を研究開発集約度に回帰し、研究開発の収益率を推計する方法に
より、研究開発投資の TFP 上昇効果がどのように変化したかについて分析する。 
企業レベルのデータを用いた研究開発収益率の推計は、 これまでにもいくつか行われ
                                                  

































本研究の構成は以下のとおりである。 2 節で研究開発投資と TFP 上昇の関係に関する






研究に関しては、 Mairesse and Sassenou (1991)と Wieser (2005)が、 手法や推定結果などに
関して、詳細なサーベイを行っている。表１はこれらサーベイ論文の結果をまとめたも
のである。また、日本の製造業における企業レベルの研究開発投資と TFP 上昇に関す
る代表的な既存研究としては Odagiri and Iwata (1986)と Goto and Suzuki (1989)、生産関
数の推計による研究開発収益率を計測した既存研究として、 Griliches and Mairesse (1990)
と Kwon and Inui (2003)  があげられる。 
 
（挿入  表１） 
 
 4Odagiri and Iwata (1986)と Goto and Suzuki (1989)の研究は製造業に属している企業の
みを分析対象にし、研究開発投資が TFP 上昇率に与えた効果について分析している。
これらの研究に使用されたデータは 1970 年代後半から 1980 年代初半のデータであり、
他の先進国に比べて日本経済の成長が高い期間における推計結果といえる。135 企業を
対象にして研究開発収益率を推計した Odagiri and Iwata (1986)は 0.17～0.20 といった収
益率を得た。Goto and Suzuki (1989)では産業別に研究開発収益率を推計し、医薬品産業
で 0.42、発送配電用・産業用電気機械で 0.22、自動車産業で 0.33 と高い収益率の結果
を得ており、1970 年代の研究開発投資が生産性の向上に大きく寄与していたことがわ




  欧米諸国に関する近年の研究として Harhoff (1998)、Hall and Mairesse (1995, 1996), 









i i i e R Z Y
z μ α η =                                 ( 1 )  
ここで、 Yは企業iの付加価値額、 Ｚは技術知識ストック以外の生産要素‐資本ストック、
                                                  
2  推計モデルと TFP 測定に関しては付加価値ベースの TFP について説明する。 
 5労働投入量‐を表し、
3  μ は 術進歩率である。Rは技術知識ストックである。  技
（1）式の両辺の対数をとって、時間に対して微分すると次式を得る。
4  













Y & & &
α η μ + + =              ( 2 )  
（2）式の右辺の第 2 項を両辺から引くと、次の（3）式が得られる。 
















α μ η + = − =      ( 3 )  























ρ μ + =                   ( 5 )  
ρ は技術知識ストックの限界生産力であるので、 技術知識ストックの純収益率を表して
いると考えることができる。 








TFPG ρ μ + =
 
          (6) 
ここで、E は研究開発支出額である。 
 
                                                  
3  時間を表す下付き添え文字 t は省略した。 




























TFPG ρ ρ ρ μ + + + =           ( 7 )  




査報告』 の個票データを接合したデータを用いて、 （5）式 と（ 6） 式を推計することで、
研究開発純収益率と粗収益率を計測する。 
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は、 で定義 TFP のレベルの差（年
 7率化した）で上昇率を定義した。企業 i の t 期の TFP レベル  は Good, Nadiri, and Sickles 
(1997)と Aw, Chen, and Roberts (1997)などに従って、以下の式のように計算した。 
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ただし、Yi, t、Sn, i, t、Xn,,i, tは、それぞれ、企業 i の t 期の産出、企業 i の t 期の投入要素 n
のコスト・シェア、企業 i の t 期の投入要素 n の投入量を表す。各変数の上にバーがつ
いているのは、企業が属している産業の、その変数の平均を表わす。基準年は 1981 年
にした。TFP 上昇率の計測に必要なデータに関する詳細な説明は補論 A にまとめた。 
  TFP 上昇率と研究開発集約度に関する記述統 ２に示されている。 
（挿入  表２） 
計は表






めに System GMM を利用した。すべての推計において、研究開発集約度は１期ラグに
かえて利用した。表３において、 （１）－（４）は付加価値ベースの TFP 上昇率と研究
開発集約度を利用した推計結果で、 （５）－（８）は産出ベースの TFP 上昇率と研究開
 8発集約度を利用した推計結果である。また、 （３） 、 （４）と（７） 、 （８）は二重計算問
題を処理した後の研究開発収益率の推計結果である。全サンプルだけではなく、製造業
に限定した推計も行った。 全サンプルに占める製造業企業の割合が 8 割以上であるため
に全サンプルを利用した推計結果と製造業企業のみを対象にした推計結果はほとんど
違わなかった。パネル A が基本的な結果であり、パネル B は産業ダミーを含んだ推計
結果である。パネル C は System GMM の推計結果であり、パネル D は４年間の TFP 上
率と 4 期ラグの研究開発集約度を回帰した結果である。 
 







パネル A の結果から、研究開発粗収益率が 26％であることがわかる。表２に示されて
いるように、全期間の研究開発集約度が 0.164 であるので、 （４）式を利用すると研究
開発の弾力性を計算できる。研究開発弾力性は 0.043 である。これは研究開発支出額が
10％上昇すると実質付加価値額が 0.4％増加することを意味する。 「日本産業生産性デー
タベース（Japan Industrial Productivity Database）2008 年版（以下では JIP2008 と略記） 」















































































（挿入  表７） 
。 







全期間を５年毎と 10 年毎に分割して推計した結果が、表７である。1995 年以前およ






  10 年間という長期間の結果と同様に、５年間ずつに分割して行った推計結果も「バ
ブル経済」崩壊直後の期間（1990 年から 1995 年）を除くと研究開発収益率の変化は見
 12られなかった。このような結果は、特許データを用いて日本企業の研究開発の効果を分









































































 15補論 A.  TFP 上昇率と R＆D 集約度の計測のためのデータについて 
 
1.  産出 





















3.  資本 
各企業の実質純資本ストック ( Kf,t)は、以下のように恒久棚卸法 (Perpetual Inventory 
Method: PI 法)によって作成された。 
 
t f t f t t f I K K , 1 , , ) 1 ( + − = − δ  
 






                                                  
5 JIP2008 の資本データを DBJ の産業分類にあわせて調整し、再集計することによって作
成した。 
6 JIP2008 の資本データを DBJ の産業分類に基づいて再分類し、資本財ストックと資本減
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δ λ λ  
 
ここで、zf,t  は、1 単位の投資に対する固定資本減耗の節税分、ut  は法人実効税率、λf,t  は企
業の自己資本比率、rt  は長期市場金利(利付き国債利回り(10 年のもの))、it  は長期貸出金利
(長期貸出プライムレート)を、それぞれ表わしている。固定資本減耗の節税分 ( zf,t)と、法人




t t t f t t t f
i
t t





+ − − +
⋅
=
























考慮しているため、 ここで求めた減耗率は時間とともに変わるため、 添え字 t が付いている。  











企業 f の t 期の研究開発ストック ( K
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米国
Mansfield(1980) 16 (石油・化学) 1960－76 TFP(付加価値） 一階差分 0.275 **
Link(1981) 174 1971－76 TFP(付加価値） 一階差分 0.000
Link(1981) 19(輸送用機械) 1971－76 TFP(付加価値） 一階差分 0.150
Link(1981) 33(化学） 1971－76 TFP(付加価値） 一階差分 0.070 **
Link(1981) 34(機械) 1971－76 TFP(付加価値） 一階差分 0.050
Link(1983) 302 1975－79 TFP(売上高) 一階差分 0.060
Griliches and Mairesse(1983) 343 1973－78 労働生産性(売上高) 一階差分 0.190 **
Griliches and Mairesse(1983) 57(医薬品） 1973－78 労働生産性(売上高) 一階差分 0.410 **
Griliches and Mairesse(1983) 62(化学) 1973－78 労働生産性(売上高) 一階差分 -0.100
Griliches and Mairesse(1983) 65(電子） 1973－78 労働生産性(売上高) 一階差分 -0.060
表1)　企業レベルにおける研究開発投資の収益率
直接収益率
Griliches and Mairesse(1983) 47(電機装置) 1973－78 労働生産性(売上高) 一階差分 -0.440
Griliches and Mairesse(1983) 112(機械) 1973－78 労働生産性(売上高) 一階差分 0.110
Griliches and Mairesse(1990) 525 1973－80 労働生産性(売上高) 一階差分 0.410 **




小田切(1983) 123(Science sectors) 1969－81 TFP(売上高) 一階差分 0.256 **
小田切(1983) 247(その他） 1969－81 TFP(売上高) 一階差分 -0.475
小田切と岩田(1986) 135 1966－73 TFP(付加価値） 一階差分 0.201 *
小田切と岩田(1986) 135 1966－73 TFP(付加価値）、産業
ダミー
一階差分 0.170
小田切と岩田(1986) 135 1974－82 TFP(付加価値） 一階差分 0.169 **
小田切と岩田(1986) 135 1974－82 TFP(付加価値）、産業
ダミー
一階差分 0.113 *
Sassenou(1988) 394 1973－81 労働生産性(売上高) 一階差分 0.690 **
Sassenou(1988) 394 1973－81 TFP(付加価値） 一階差分 0.220 **
Sassenou(1988) 394 1973－81 TFP(付加価値）、産業
ダミー
一階差分 -0.020
後藤と鈴木(1989) 13(医薬品） 1976－84 TFP(付加価値） 一階差分 0.420 **
21研究 企業数 分析期間 モデル 推計方法 直接収益率
後藤と鈴木(1990) 5(電機装置） 1976－84 TFP(付加価値） 一階差分 0.220 **
後藤と鈴木(1991) 3(自動車) 1976－84 TFP(付加価値） 一階差分 0.330 **
Griliches and Mairesse(1990) 406 1973-80 労働生産性(売上高) 一階差分 0.560 **
Griliches and Mairesse(1990) 406 1973-80 労働生産性(売上高)、
産業ダミー
一階差分 0.300 *




Griliches and Mairesse(1983) 185 1973-78 労働生産性(売上高) 一階差分 0.310 **
Griliches and Mairesse(1983) 47(医薬品） 1973-78 労働生産性(売上高) 一階差分 0.270 *
Griliches and Mairesse(1983) 30(化学) 1973-78 労働生産性(売上高) 一階差分 0.000
Griliches and Mairesse(1983) 37(電子) 1973-78 労働生産性(売上高) 一階差分 0.120
Griliches and Mairesse(1983) 34(電機装置) 1973-78 労働生産性(売上高) 一階差分 0.450 *
Griliches and Mairesse(1983) 39(機械) 1973-78 労働生産性(売上高) 一階差分 -0.550
Hall and Mairesse(1995) 197 1980-87 労働生産性(付加価値) 一階差分 0.231 **
Hall and Mairesse(1995) 197 1980-87 労働生産性(付加価
値)、二重計算調整
一階差分 0.273 **
Hall and Mairesse(1995) 197 1980-87 労働生産性(付加価値) 長期差分 0.036




Wakelin(2000) 98 1988-96 労働生産性(売上高) 一階差分 0.340 **



















































































1986 サンプル数 403 341 403 403 382 403 403 339 283 339 339 318 339 339
平均値 -0.099 -0.108 0.099 0.207 0.015 0.050 0.141 -0.109 -0.118 0.116 0.243 0.018 0.059 0.166
標準偏差 0.188 0.192 0.137 0.245 0.038 0.089 0.177 0.198 0.201 0.144 0.252 0.041 0.095 0.183
1,987 サンプル数 385 323 385 385 384 385 385 320 265 320 320 320 320 320
平均値 0.024 0.013 0.107 0.199 0.014 0.048 0.135 0.033 0.020 0.126 0.235 0.017 0.057 0.160
標準偏差 0.191 0.197 0.142 0.236 0.033 0.085 0.174 0.204 0.212 0.149 0.243 0.036 0.091 0.181
1,988 サンプル数 349 290 349 349 345 349 349 286 233 286 286 283 286 286
平均値 0.106 0.094 0.125 0.189 0.014 0.048 0.126 0.116 0.104 0.150 0.227 0.017 0.058 0.150
標準偏差 0.192 0.194 0.150 0.201 0.033 0.080 0.145 0.206 0.210 0.155 0.203 0.036 0.085 0.149
1,989 サンプル数 364 298 364 364 361 364 364 300 242 300 300 298 300 300
平均値 0.093 0.079 0.122 0.190 0.014 0.048 0.125 0.107 0.094 0.145 0.227 0.017 0.058 0.149
標準偏差 0.200 0.197 0.144 0.205 0.033 0.078 0.139 0.214 0.212 0.149 0.208 0.036 0.083 0.142
1,990 サンプル数 388 319 388 388 385 388 388 322 262 322 322 320 322 322
平均値 0.083 0.080 0.120 0.191 0.015 0.050 0.126 0.087 0.086 0.141 0.224 0.018 0.059 0.149
標準偏差 0.166 0.174 0.143 0.212 0.039 0.084 0.154 0.179 0.188 0.148 0.217 0.043 0.090 0.160
1,991 サンプル数 402 330 402 402 400 402 402 334 271 334 334 332 334 334
平均値 0.010 -0.002 0.118 0.185 0.014 0.050 0.119 0.010 -0.003 0.138 0.218 0.016 0.059 0.140
標準偏差 0.143 0.147 0.142 0.188 0.032 0.079 0.128 0.153 0.158 0.147 0.189 0.034 0.084 0.130
1,992 サンプル数 400 326 400 400 395 400 400 334 270 334 334 330 334 334
平均値 -0.049 -0.046 0.121 0.192 0.015 0.051 0.126 -0.053 -0.048 0.141 0.225 0.018 0.059 0.147
標準偏差 0.171 0.153 0.140 0.190 0.038 0.077 0.140 0.183 0.163 0.144 0.191 0.041 0.082 0.144
1,993 サンプル数 396 320 396 396 393 396 396 329 263 329 329 327 329 329
平均値 -0.025 -0.038 0.124 0.189 0.016 0.050 0.124 -0.023 -0.035 0.144 0.222 0.019 0.059 0.146
標準偏差 0.145 0.142 0.139 0.195 0.041 0.086 0.146 0.155 0.153 0.142 0.198 0.044 0.091 0.151
全産業 製造業
1,994 サンプル数 394 317 394 394 390 394 394 327 262 327 327 324 327 327
平均値 0.037 0.035 0.119 0.174 0.014 0.046 0.115 0.061 0.058 0.138 0.204 0.016 0.053 0.135
標準偏差 0.150 0.142 0.131 0.168 0.036 0.066 0.131 0.141 0.130 0.134 0.169 0.039 0.070 0.134
1,995 サンプル数 392 315 392 392 390 392 392 329 264 329 329 327 329 329
平均値 0.072 0.067 0.114 0.175 0.013 0.043 0.118 0.090 0.082 0.132 0.204 0.015 0.050 0.137
標準偏差 0.164 0.153 0.125 0.181 0.032 0.067 0.151 0.170 0.158 0.129 0.184 0.034 0.071 0.158
1,996 サンプル数 397 313 397 397 391 397 397 334 262 334 334 329 334 334
平均値 0.085 0.078 0.113 0.166 0.013 0.041 0.112 0.098 0.091 0.131 0.193 0.015 0.047 0.131
標準偏差 0.154 0.147 0.127 0.175 0.032 0.057 0.147 0.161 0.154 0.130 0.178 0.035 0.060 0.153
1,997 サンプル数 413 314 413 413 402 413 413 348 262 348 348 339 348 348
平均値 0.062 0.062 0.105 0.161 0.012 0.039 0.111 0.079 0.081 0.121 0.186 0.014 0.045 0.129
標準偏差 0.186 0.183 0.120 0.172 0.029 0.056 0.144 0.193 0.191 0.124 0.176 0.031 0.059 0.150
1,998 サンプル数 405 315 405 405 399 405 405 341 264 341 341 335 341 341
平均値 -0.059 -0.062 0.109 0.171 0.012 0.040 0.120 -0.071 -0.073 0.126 0.199 0.013 0.046 0.139
標準偏差 0.155 0.154 0.122 0.176 0.025 0.060 0.149 0.163 0.163 0.126 0.178 0.027 0.063 0.154
1,999 サンプル数 408 310 408 408 396 408 408 343 260 343 343 334 343 343
平均値 0.085 0.077 0.109 0.160 0.012 0.036 0.112 0.100 0.093 0.127 0.185 0.014 0.041 0.130
標準偏差 0.208 0.208 0.116 0.153 0.025 0.051 0.130 0.213 0.210 0.119 0.154 0.027 0.053 0.134
2,000 サンプル数 548 405 548 548 536 548 548 477 351 477 477 468 477 477
平均値 0.122 0.127 0.134 0.135 0.009 0.029 0.098 0.138 0.144 0.151 0.152 0.010 0.032 0.110
標準偏差 0.183 0.184 0.125 0.132 0.022 0.044 0.111 0.182 0.186 0.126 0.133 0.023 0.047 0.114
2,001 サンプル数 577 425 577 577 567 577 577 508 372 508 508 499 508 508
平均値 -0.055 -0.038 0.136 0.157 0.010 0.031 0.116 -0.065 -0.046 0.151 0.175 0.011 0.034 0.130
標準偏差 0.246 0.219 0.124 0.154 0.023 0.047 0.132 0.256 0.230 0.124 0.155 0.024 0.049 0.135
2,002 サンプル数 576 416 576 576 567 576 576 502 365 502 502 496 502 502
平均値 0.071 0.073 0.144 0.148 0.010 0.029 0.109 0.078 0.080 0.162 0.167 0.011 0.032 0.123
標準偏差 0.187 0.169 0.130 0.149 0.025 0.042 0.129 0.187 0.177 0.130 0.150 0.026 0.044 0.133
2,003 サンプル数 573 409 573 573 564 573 573 502 359 502 502 493 502 502
平均値 0.117 0.122 0.131 0.129 0.010 0.026 0.094 0.139 0.139 0.146 0.144 0.011 0.029 0.104
標準偏差 0.199 0.190 0.120 0.115 0.026 0.039 0.093 0.186 0.192 0.121 0.115 0.028 0.041 0.094
2,004 サンプル数 575 409 575 575 566 575 575 504 357 504 504 496 504 504
平均値 0.114 0.123 0.122 0.122 0.008 0.026 0.088 0.115 0.125 0.136 0.137 0.009 0.029 0.098
標準偏差 0.175 0.180 0.116 0.114 0.026 0.043 0.088 0.161 0.161 0.117 0.115 0.028 0.045 0.090
2,005 サンプル数 565 394 565 565 556 565 565 497 342 497 497 488 497 497
平均値 0.096 0.093 0.110 0.114 0.008 0.024 0.081 0.100 0.099 0.123 0.127 0.009 0.027 0.091
標準偏差 0.158 0.155 0.106 0.107 0.025 0.041 0.083 0.165 0.163 0.107 0.108 0.027 0.043 0.084
全期間 サンプル数 8,910 6,889 8,910 8,910 8,769 8,910 8,910 7,576 5,809 7,576 7,576 7,456 7,576 7,576
平均値 0047 0043 0120 0164 0012 0039 0113 0055 0051 0138 0188 0014 0044 0130
23表3)　R&D粗収益率の推計結果
パネルA(年ダミー含む)
全産業 製造業 全産業 製造業 全産業 製造業 全産業 製造業
OLS (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8)
研究開発集約度 0.260 *** 0.260 *** 0.253 *** 0.254 *** 0.196 *** 0.170 *** 0.161 *** 0.129 ***
(0.018) (0.019) (0.022) (0.024)          (0.014) (0.015) (0.015) (0.016)         
R-squared 0.187 0.205 0.199 0.212          0.160 0.176 0.167 0.182         
サンプルサイズ 8,769 7,456 6,889 5,809 8,889 7,575 6,983 5,893        
パネルB(年・産業ダミー含む)
全産業 製造業 全産業 製造業 全産業 製造業 全産業 製造業
OLS (3) (4) (5) (6) (3) (4) (5) (6)
研究開発集約度 0.209 *** 0.209 *** 0.209 *** 0.209 *** 0.011 0.011 -0.026 * -0.026 *
(0.023) (0.023) (0.028) (0.028)          (0.014) (0.014) (0.014) (0.014)
R-squared 0.214 0.234 0.230 0.244          0.214 0.232 0.231 0.245
サンプルサイズ 8 769 7 456 6 889 5 809 8 889 7 575 6 983 5 893 サンプルサイズ 8,769 7,456 6,889 5,809 8,889 7,575 6,983 5,893
パネルC（GMM、年ダミー含む）
研究開発集約度 0.322 *** 0.303 *** 0.265 *** 0.261 *** 0.337 *** 0.332 *** 0.354 *** 0.358 ***
(0.023) (0.022) (0.025) (0.025)          (0.063) (0.072) (0.057) (0.064)         
サンプルサイズ 8,769 7,456 6,889 5,809          8,889 7,575 6,983 5,893         
Sargan J Statistic 226.1 233.0 198.7 194.1          136.8 135.6 99.5 99.2         
Sargan p value 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000         
パネルD（4年間の成長, OLS、年ダミー含む）
研究開発集約度 0.144 *** 0.136 *** 0.171 *** 0.160 *** 0.224 *** 0.194 *** 0.205 *** 0.172 ***
(0.028) (0.027) (0.017) (0.018)          (0.015) (0.016) (0.017) (0.018)         
R-squared 0.314 0.296 0.335 0.310          0.259 0.232 0.271 0.244         





（注5）* p<.1, ** p<.05, *** p<.01
24表4)　企業財務データの研究開発データと科学技術研究調査の研究調査データのR&D収益率比較
パネルA(年ダミー含む)
全産業 製造業 全産業 製造業
1998年以前、OLS、産出を使ったTFP上昇率
研究開発集約度(DBJ)（注1） 0.158 *** 0.126 ***
(0.01667) (0.01759)
研究開発集約度(科調)（注1） 0.157 *** 0.138 ***
(0.01355) (0.01496)
R-squared 0.152 0.178 0.158 0.182
サンプルサイズ 5,239 4,391 5,175 4,335
1999年以降、OLS、産出を使ったTFP上昇率
研究開発集約度(DBJ) 0.208 *** 0.166 ***
(0.03199) (0.03284)
研究開発集約度(科調） 0.280 *** 0.244 ***
(0.03069) (0.03355)
R-squared 0.015 0.009 0.028 0.020
サンプルサイズ 3,783 3,300 3,714 3,240
パネルB(年・産業ダミー含む)
全産業 製造業 全産業 製造業
1998年以前、OLS、産出を使ったTFP上昇率




R-squared 0.201 0.225 0.198 0.221
サンプルサイズ 5,239 4,391 5,175 4,335
1999年以降、OLS、産出を使ったTFP上昇率
R&D集約度(DBJ) 0.052 * 0.053 **
(0.02646) (0.02681)
R&D集約度(科調） 0.059 ** 0.055 **
(0.02741) (0.02735)
R-squared 0.205 0.221 0.203 0.219
サンプルサイズ 3,783 3,300 3,714 3,240
パネルC (年ダミー含む)
1998年以前、OLS、付加価値を使ったTFP上昇率（注2）
R&D集約度(DBJ)（注1） 0.241 *** 0.239 ***
(0.027) (0.029)
R&D集約度(科調)（注1） 0.239 *** 0.245 ***
(0.022) (0.024)
R-squared 0.171 0.187 0.210 0.227
サンプルサイズ 5,076 4,232 5,017 4,182
1999年以降、OLS、付加価値を使ったTFP上昇率（注2）
R&D集約度(DBJ) 0.247 *** 0.218 ***
(0.032) (0.034)
R&D集約度(科調） 0.334 *** 0.315 ***
(0.030) (0.033)
R-squared 0.107 0.125 0.134 0.150
サンプルサイズ 3,820 3,331 3,752 3,274
パネルD (年・産業ダミー含む)
1998年以前、OLS、付加価値を使ったTFP上昇率（注2）
研究開発集約度(DBJ)（注1） 0.202 *** 0.205 ***
(0.036) (0.036)
研究開発集約度(科調)（注1） 0.221 *** 0.220 ***
(0.030) (0.030)
R-squared 0.200 0.216 0.220 0.236
サンプルサイズ 5,076 4,232 5,017 4,182
1999年以降、OLS、付加価値を使ったTFP上昇率（注2）
研究開発集約度(DBJ) 0.190 *** 0.190 ***
(0.032) (0.032)
研究開発集約度(科調） 0.266 *** 0.259 ***
(0.030) (0.030)
R-squared 0.186 0.208 0.199 0.220
サンプルサイズ 3,820 3,331 3,752 3,274
（注1）“DBJ”は、「日本政策投資銀行企業財務データバンク」から、




全産業 製造業 全産業 製造業
OLS (1) (2) (3) (4)
研究開発集約度 0.022 *** 0.021 *** 0.024 *** 0.024 ***
(0.005) (0.006) (0.004) (0.005)        
R-squared 0.136 0.152 0.147 0.161        
サンプルサイズ 6,938 5,850 6,889 5,809        
パネルB(年・産業ダミー含む)
全産業 製造業 全産業 製造業
OLS (3) (4) (5) (6)
研究開発集約度 0.014 ** 0.015 ** 0.017 *** 0.019 ***
(0.006) (0.006) (0.005) (0.005)        
R-squared 0.190 0.206 0.205 0.219        
サンプルサイズ 6,938 5,850 6,889 5,809        
（注１）すべての推計に付加価値TFP上昇率利用した。
       特に(3)、(4)は二重計算を調整したTFP上昇率を利用した推計結果である。
（注２）推計期間：1986～2005年。
（注３）括弧内の数字はOLSの場合に企業レベルの系列相関と不均一分散を考慮した標準偏差であ
（注4）* p<.1, ** p<.05, *** p<.01
26表6)　産業別R&D粗収益率の推計結果
パネルA：二重計算調整前
電機産業 化学産業 輸送用機械産業 機械産業
OLS
研究開発集約度 0.253 *** 0.155 *** 0.0792 *** 0.228 ***
(0.033) (0.026) (0.028) (0.049)        
R-squared 0.444 0.182 0.244 0.211        
サンプルサイズ 1,183 1,546 756 1,255        
      
製造業、4期間の成長、OLS（注2）
研究開発集約度 0.0829 *** 0.115 *** 0.0888 *** 0.203 ***
(0.017) (0.032) (0.024) (0.040)        
R-squared 0.566 0.159 0.171 0.408        
サンプルサイズ 258 312 163 271        
パネルB：二重計算調整後
電機産業 化学産業 輸送用機械産業 機械産業
OLS
研究開発集約度 0.262 *** 0.14 *** 0.0992 ** 0.177 ***
(0.040) (0.030) (0.041) (0.055)        
R-squared 0.447 0.191 0.23 0.23        
サンプルサイズ 835 1,218 567 947        
      
製造業、4期間の成長、OLS（注2）
研究開発集約度 0.113 *** 0.0675 *** 0.113 *** 0.128 ***
(0.026) (0.021) (0.030) (0.033)        
R-squared 0.588 0.073 0.176 0.449        






（注５）* p<.1, ** p<.05, *** p<.01
27表7)　期間別R&D粗収益率の推計結果
パネルA：二重計算調整前 パネルC：二重計算調整前
1986-1990 1991-1995 1996-2000 2001-2005 1986-1995 1996-2005 1986-1990 1991-1995 1996-2000 2001-2005 1986-1995 1996-2005
OLS(年ダミー） OLS(年ダミー）
研究開発集約度 0.255 *** 0.198 *** 0.322 *** 0.283 *** 0.233 *** 0.307 *** 0.269 *** 0.195 *** 0.31 *** 0.273 *** 0.241 *** 0.295 ***
(0.038) (0.019) (0.022) (0.035)          (0.026) (0.020)          (0.041) (0.021) (0.023) (0.039)          (0.028) (0.022)         
R-squared 0.25 0.136 0.206 0.128          0.208 0.159          0.262 0.155 0.22 0.151          0.222 0.179         
サンプルサイズ 1,857 1,968 2,124 2,820          3,825 4944          1,539 1,640 1,805 2,472          3,179 4277         
             
OLS(年・産業ダミー） OLS(年・産業ダミー）
研究開発集約度 0.285 *** 0.163 *** 0.245 *** 0.242 *** 0.235 *** 0.234 *** 0.283 *** 0.163 *** 0.242 *** 0.235 *** 0.235 *** 0.228 ***
(0.053) (0.029) (0.025) (0.035)          (0.036) (0.022)          (0.053) (0.028) (0.025) (0.035)          (0.036) (0.021)         
製造業 全産業
() () () () () () () () () () () ()
R-squared 0.283 0.178 0.251 0.212          0.228 0.208          0.287 0.196 0.262 0.244          0.238 0.23         
サンプルサイズ 1,857 1,968 2,124 2,820          3,825 4944          1,539 1,640 1,805 2,472          3,179 4277         
パネルB：二重計算調整後 パネルD：二重計算調整後
1986-1990 1991-1995 1996-2000 2001-2005 1986-1995 1996-2005 1986-1990 1991-1995 1996-2000 2001-2005 1986-1995 1996-2005
OLS OLS
研究開発集約度 0.251 *** 0.211 *** 0.313 *** 0.242 *** 0.236 *** 0.286 *** 0.264 *** 0.211 *** 0.297 *** 0.231 *** 0.245 *** 0.272 ***
(0.045) (0.017) (0.022) (0.047)          (0.031) (0.024)          (0.048) (0.019) (0.023) (0.052)          (0.033) (0.027)         
R-squared 0.244 0.156 0.206 0.122          0.215 0.159          0.257 0.176 0.219 0.136          0.23 0.172         
サンプルサイズ 1,571 1,608 1,657 2,053          3,179 3710         1,285 1,330 1,399 1,795        2,615 3194         
             
OLS(年・産業ダミー） OLS(年・産業ダミー）
研究開発集約度 0.283 *** 0.187 *** 0.232 *** 0.197 *** 0.245 *** 0.208 *** 0.281 *** 0.188 *** 0.229 *** 0.191 *** 0.245 *** 0.202 ***
(0.060) (0.024) (0.027) (0.047)          (0.042) (0.025)          (0.060) (0.024) (0.027) (0.047)          (0.042) (0.025)         
R-squared 0.289 0.205 0.255 0.224          0.242 0.214          0.292 0.223 0.266 0.243          0.252 0.228         




（注４）* p<.1, ** p<.05, *** p<.01
28表8)　性格別R&D粗収益率の推計結果
パネルA：二重計算調整前
全期間 1986-1990 1991-1995 1996-2000 2001-2005
製造業、OLS(年ダミー)
研究開発集約(Basic) 0.222 * 0.361 ** 0.215 * 0.330 * -0.294 ** 
(0.119) (0.182) (0.116) (0.194) (0.131)         
研究開発集約(Applied) 0.238 *** 0.282 ** 0.173 *** 0.286 *** 0.252 ***
(0.053) (0.115) (0.040) (0.084) (0.092)         
研究開発集約(Development) 0.272 *** 0.245 *** 0.200 *** 0.316 *** 0.342 ***
(0.020) (0.043) (0.032) (0.026) (0.047)         
R-squared 0.205 0.261 0.154 0.224 0.157         
サンプルサイズ 7,333 1,491 1,629 1,774 2,439        
製造業、OLS（年・産業ダミー）
研究開発集約(Basic) 0.301 *** 0.456 *** 0.205 0.387 ** -0.005         
(0.109) (0.138) (0.126) (0.184) (0.133)         
研究開発集約(Applied) 0.233 *** 0.355 *** 0.137 *** 0.240 *** 0.200 ** 
(0.063) (0.133) (0.040) (0.082) (0.082)         
研究開発集約(Development) 0.193 *** 0.211 *** 0.165 *** 0.239 *** 0.267 ***
(0.021) (0.056) (0.037) (0.028) (0.040)          () () () () ()
R-squared 0.235 0.292 0.195 0.265 0.248         
サンプルサイズ 7,333 1,491 1,629 1,774 2,439         
パネルB：二重計算調整後
全期間 1986-1990 1991-1995 1996-2000 2001-2005
製造業、OLS(年ダミー)
研究開発集約(Basic) 0.125 0.373 * 0.083 -0.013 -0.331 ** 
(0.155) (0.195) (0.086) (0.171) (0.148)         
研究開発集約(Applied) 0.205 *** 0.262 ** 0.157 *** 0.252 *** 0.144         
(0.061) (0.126) (0.039) (0.076) (0.101)         
研究開発集約(Development) 0.285 *** 0.248 *** 0.237 *** 0.323 *** 0.321 ***
(0.023) (0.054) (0.021) (0.027) (0.063)         
R-squared 0.214 0.261 0.175 0.222 0.147         
サンプルサイズ 5,809 1,285 1,330 1,399 1,795         
製造業、OLS（年・産業ダミー）
研究開発集約(Basic) 0.270 ** 0.508 *** 0.101 0.115 -0.042         
(0.129) (0.136) (0.096) (0.178) (0.133)         
研究開発集約(Applied) 0.190 *** 0.339 ** 0.120 *** 0.171 ** 0.050         
(0.073) (0.143) (0.040) (0.076) (0.083)         
研究開発集約(Development) 0.206 *** 0.204 *** 0.206 *** 0.242 *** 0.244 ***
(0.025) (0.070) (0.025) (0.030) (0.056)         
R-squared 0.245 0.300 0.221 0.266 0.246         




（注４）* p<.1, ** p<.05, *** p<.01
29表8)　性格別R&D粗収益率の推計結果（続き）
パネルC：二重計算調整後
全期間 1986-1990 1991-1995 1996-2000 2001-2005
製造業、OLS(年・産業ダミー)
研究開発集約度 (Basic) 0.044 0.359 -0.055 0.185 0.061         
(0.104) (0.359) (0.120) (0.221) (0.168)        
研究開発集約度 (Applied) 0.196 *** 0.342 ** 0.122 *** 0.169 ** 0.056        
(0.071) (0.143) (0.041) (0.076) (0.083)        
研究開発集約度 (Development) 0.196 *** 0.199 *** 0.186 *** 0.245 *** 0.255 ***
(0.026) (0.070) (0.029) (0.030) (0.062)        
Basic*development 0.422 *** 0.159 0.972 -0.550 -1.020        
(0.074) (0.263) (0.701) (1.212) (1.253)        
R-squared 0.246 0.301 0.223 0.266 0.246        
サンプルサイズ 5,809 1,285 1,330 1,399 1,795        
製造業、OLS（年ダミー）
研究開発集約度 (Basic) -0.257 -0.418 -0.083 0.181 -0.651         
(0.295) (0.686) (0.261) (0.493) (0.631)        
研究開発集約度 (Applied) 0.222 *** 0.286 ** 0.166 *** 0.248 *** 0.107        
(0.060) (0.126) (0.040) (0.078) (0.111)         () () () () ()
研究開発集約度 (Development) 0.270 *** 0.234 *** 0.226 *** 0.321 *** 0.320 ***
(0.024) (0.056) (0.024) (0.027) (0.064)        
Basic*電機産業 0.991 *** 1.110 0.807 ** 1.290 * 2.910 ** 
(0.354) (0.725) (0.397) (0.734) (1.138)        
Basic*化学産業 0.118 0.238 0.166 -0.221 0.264        
(0.289) (0.686) (0.263) (0.496) (0.619)        
Basic*輸送用機械産業 0.143 0.811 0.518 -0.577 -1.320         
(0.327) (0.698) (0.572) (0.951) (0.817)         
Basic*機械産業 -0.109 0.319 -0.256 -0.902 0.651        
(0.355) (0.909) (0.426) (0.638) (0.703)        
R-squared 0.221 0.274 0.178 0.227 0.155        




（注４）* p<.1, ** p<.05, *** p<.01
30